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新興感染症とは、新たに出現した、あるいは既に存在していたが急速に頻度

が増加あるいは地域的に拡大した感染症と広義に定義される。	 

1940 年から 2004 年までに 335 事例の新興感染症が検出されている。新興感染

症事例の60％は人獣共通感染症であり、その71.8%は野生動物に由来している。	 

2012 年以降、サウジアラビアを中心とした中東地域で発生している中東呼吸

器症候群(MERS)は MERS コロナウイルスが原因ウイルスである。一部の MERS 症

例において、ラクダへの曝露が感染リスクであることが示唆されている。一方、

2013 年以降に中国本土で発生している鳥インフルエンザ A(H7N9)感染症におい

ては生鳥市場の鳥への曝露が感染リスクと考えられている。両疾患は人獣共通

感染症であり、致命率が高い。	 

2014〜15 年には西アフリカの複数国にまたがる歴史上最大の EVD のアウトブ

レイクが発生した。WHO は 2014 年 8 月の時点で、この事例が「国際的に懸念さ

れる公衆衛生上の緊急事態」であることを宣言した。2015年5月の時点で、26,000

例を超える症例が発生し、少なくとも 10,000 以上が死亡している。また、発生

国である西アフリカ諸国から、航空機で移動した EVD 患者が欧米で報告されて

いる。	 

一方、2014 年の夏には 70 年ぶりに東京都内の森林公園を中心としてデング熱

の国内流行が発生した。今回の国内デング熱の流行はヒトスジシマカを主媒介

蚊として発生した。デングウイルス 1型(DV1)によるウイルス血症を有する輸入

症例が同公園を訪問し、公園周辺のヒトスジシマカに刺咬されることで人—蚊−

人の DV1 の感染伝播が成立し、国内症例が発生したと考えられる。	 

グローバル化時代において、新興・再興感染症は世界中で発生し続け、また

その変貌を遂げている。今後も国内外の新興・再興感染症の監視とタイムリー

な感染症対策の実施が必要である。	 


